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 山鳥坂ダムでは、環境保全措置の一環としてムヨウラン属（ムヨウラン及びウスギムヨウラ

ン）の移植実験及び移植手法の効果を把握するモニタリングを実施した。移植実験は、移植個

体の周辺土壌ごと掘り出して移設する根鉢方式と移植個体の根系を掘り出して移植する根系方

式の2手法で実施した。移植実験後のモニタリングでは、ムヨウラン及びウスギムヨウランとも

に根鉢方式で移植した個体より開花、結実が確認され、根鉢方式による移植の成功が確認され

た。また、根系方式については地上部の伸長は見られなかったが、新たな根が伸長する等、根

の生存が確認され、移植手法として一定の効果を確認できた。 
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1.  はじめに 

(1)   山鳥坂ダムにおける環境影響評価の経緯 

 山鳥坂ダムでは、環境影響評価法に基づき、建設事

業の実施に先立ち、環境への影響に関する調査、予

測・評価を行う環境影響評価の手続きを実施しており、 

平成20年度に肱川水系山鳥坂ダム建設事業環境影響評

価書を公告、縦覧している。 

この環境影響評価は「山鳥坂ダム環境検討委員会」

において、学識者らから技術的な助言を受けながら実

施した。 

環境影響評価後の平成20年度に、保全措置・事後調

査等に関しての助言及び鹿野川ダム改造事業の周辺環

境に与える影響に関しての助言を頂き、自然環境への

影響の低減を図ることを目的として「山鳥坂ダム・鹿

野川ダム環境検討委員会」が設置されている。 

 

(2)   環境保全措置の実施状況 

a) 環境保全措置の概要 

山鳥坂ダムにおける環境保全措置及び配慮事項等の

一覧を表-1に示す。 

環境影響評価後の現地調査において新たに生息・生

育が確認され、環境検討委員会の審議を経て保全措置

の対象種に追加された種を含め、現在、動物の保全措

置対象種は3種、植物の保全措置対象種は28種となって

いる（平成25年度末時点）。 

 

 

 

 

表-1 環境保全措置及び配慮事項等一覧 

項目 保全措置 配慮事項 事後調査

大気質（粉じん等） ○ 

騒音 ○ 

振動 ○ 

水質 

土砂による水の濁り ○ 

○ 

水温 ○ 

富栄養化 

溶存酸素量 

水素イオン濃度 

地形及び地質 ○ 

動物（3種） ○ ○ 

クマタカ、サシバ、ヤイロチョウ ○ 

植物（28種） ○ ○ 

生態系 ○ 

景観 ○ 

人と自然との触れ合いの活動の場 ○ 

廃棄物等 ○ 

 

b) 植物保全措置の実施状況 

植物に係る保全措置は平成19年度より実験的に一部

着手し、平成25年度末時点で18種に対しての移植や増

殖等といった保全措置（表-2）を実施している。 

山鳥坂ダムでは、移植に関する知見が少ない種や生

育地点数（個体数）が少ない種については、移植の不

確実性や不測の事態に対応するため、あらかじめ移植

実験や増殖を行うこととしている。 

本研究は、生態や移植に関する知見が少なく、保全

が難しいとされているムヨウラン属（ムヨウラン及び

ウスギムヨウラン）の保全措置の不確実性を低減する

ため、移植実験及び実験後の経過モニタリングを行い、



本移植手法を検討することを目的とした。 

 

表-2 これまでに実施した植物保全措置 
保全措置内容 対象種 

移植 コバノチョウセンエノキ、キンラン 

実験 ムヨウラン、ウスギムヨウラン、ミヤマミ

ズ、ゴマギ、カビゴケ、ミズスギモドキ、

ミズキカシグサ、オカオグルマ、イガホオ

ズキ、ムヨウラン属の一種 

仮移植 コシロネ、ホシクサ、イヌアワ、セトヤナ

ギスブタ、ミズオオバコ 

個体監視 マヤラン 

 

3.  ムヨウラン属（Lecanorchis.B）について 

ムヨウラン属（Lecanorchis.B）は、地生の無葉緑腐生

植物1）である。国内では宮崎県以南に分布2）し、日本産

のムヨウラン属としては7種6変種（Hashimoto，1990）3）

が知られている。山鳥坂ダムでは、ムヨウラン

（ Lecanorichis.japonica.B ）及びウスギムヨウラン

（Lecanorichis.kiusiana.B）の2種が環境保全措置の対象と

なっている。 

腐生植物は、生物の遺体またはその分解物から、根

に共生する菌根菌を通して、有機物を吸収し、有機栄

養を営む植物4）である。腐生植物の生態は不明である

点が多く、移植や増殖は困難であるとされていること

から、保全等に係る知見が乏しい状況である。 

一般財団法人水源地環境センターが保有する全国の

直轄及び（独）水資源機構のダム（計48ダム）の環境

保全措置の事例に関するデータベースより、他ダム事

業でのムヨウラン属の移植事例の抽出を行ったところ、 

ムヨウラン属（オキナワムヨウラン）の移植実績を有

しているのは大保ダム（沖縄総合事務局北部ダム事務

所）5）のみという状況であった。 

 

 
ムヨウラン ウスギムヨウラン 

図-1 保全措置対象種であるムヨウラン属 

 

3.  移植実験及びモニタリング 

(1)   対象地 

本実験の対象地は、愛媛県大洲市肱川町奥の山付近

にある大洲市有林（図-2）とした。 

既往調査結果より、当該地域においてムヨウラン及

びウスギムヨウランはツブラジイを主な構成種とした

常緑広葉樹林の林床に多く生育していたことから、移

植実験先は、自生地と同様の植生である常緑広葉樹林

内とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 移植実験地（常緑広葉樹林） 

 

(2)   対象個体 

移植実験の対象とした個体は、事業により改変を受

ける地点に生育する個体とした。ムヨウラン及びウス

ギムヨウランともに、6個体を採取した。 

 

表-3 移植実験数量 
対象種 移植手法 数量 

ムヨウラン 根鉢方式 3個体 

 根系方式 3個体 

ウスギムヨウラン 根鉢方式 3個体 

 根系方式 3個体 

 

(3)   実施時期 

 ムヨウラン及びウスギムヨウランの開花・結実が終 

わり、個体の活力が低下し、休眠に入ると考えられる

秋季（平成20年10月）に実施した。 

 

(4)   移植実験手法 

 移植実験は、根鉢方式（個体の周辺土壌ごと移植）

及び根系方式（根を掘り取り、ネットに挟んで移植）

の2手法にて行った。各手法の詳細については次頁に示

す。 

なお、移植実験前に各種の自生地において地下部の

掘り起しを行い、移植に際して重要な条件である根張

りの大きさや深さ、根茎の太さ等について確認し、移

植手法に反映させた。 

 



a) 根鉢方式 

ムヨウラン及びウスギムヨウランの株を中心にφ

50cm、高さ50cmの移植器を設置し、周辺土壌を乱さず

に根鉢を掘り取った。移植先の木柵内に根鉢のまま固

定し、移植元周辺より掘取り運搬した土壌を用いて木

柵を埋め戻した。 

また、ランと共生する菌根菌が形成されることを想

定し、周辺に生育するツブラジイの実生苗を移植個体

の近傍に定植した。根鉢方式の移植手順を図-3に示す。 

 

 
図-3 根鉢方式 移植手順 

 

b) 根系方式 

ムヨウラン及びウスギムヨウランの根系のみを手作

業で掘り出し、周辺土壌と根系を分離した。掘り取っ

た根系は樹脂ネットに固定した。移植先木柵内に樹脂

ネットに固定したまま根系を設置し、移植元の周辺よ

り掘取り運搬した土壌を用いて木柵内に埋め戻した。 

また、ランと共生する菌根菌が形成されることを想

定し、周辺に生育するツブラジイの実生苗を移植個体

の近傍に定植した。根系方式の移植手順を図-4に示す。 

 

 
図-4 根系方式 移植手順 

(5)   モニタリング及び根系調査（掘り起し） 

移植実験後は、各移植手法の効果を把握するために

月1回程度の頻度でモニタリングを実施し、移植個体の

生育状況を確認した。モニタリングは5年間継続した。 

 また、根系方式による移植を行ったムヨウラン及び

ウスギムヨウランの地下部を掘り起こし、その根系の

残存や伸長状況等を確認し、根系方式の移植手法とし

ての有効性を確認した。調査はムヨウラン属が地上部

を伸長させる前の春季とし、平成23年4月に実施した。 

 

４.  結果と考察 

(1)   モニタリング 

モニタリング結果を表-4に示す。根鉢方式では、ムヨ

ウランが平成23年度及び24年度の2回に亘り地上部（1

個体）が確認され、ウスギムヨウランは平成21年度及

び25年度の2回に亘り全ての移植個体で地上部が確認さ

れた。なお、ウスギムヨウランは平成25年度のモニタ

リング結果では、個体数が移植当初の3個体から9個体

に増加していた。根系方式では、両種とも地上部の確

認をすることはできなかった。 

保全措置の成否を判断するための考え方として、多

年草においては｢移植対象種が活着し、一定期間（5年

を目安）の生育が維持され、個体数が維持あるいは増

加するか、開花、結実、実生等により世代交代が行わ

れたと確認されること｣を目標に設定している。 

本モニタリング結果より、ウスギムヨウランは個体

数の増加が見られ、根鉢方式による移植は成功したと

判断された。ムヨウランは1個体のみであるが、2年連

続して地上部が見られたことから、根鉢方式による移

植の有効性は確認された。 

 

表-4 モニタリング結果 

H21 H22 H23 H24 H25
ムヨウラン 根鉢方式 ① × × ○ ○ × 開花、結実確認

② × × × × × 地上部確認なし
③ × × × × × 地上部確認なし

根系方式 ①～③ × × × × × 地上部確認なし
ウスギムヨウラン 根鉢方式 ① ○ × × × ○ 開花、結実確認

② ○ × × × ○ 開花、結実確認
③ ○ × × × ○ 開花、結実確認

根系方式 ①～③ × × × × × 地上部確認なし

種名 移植手法 個体番号
調査年度

生育状況

 

 

ムヨウラン ウスギムヨウラン 

図-5 モニタリングで生育が確認された個体 



(2)  根系調査（掘り起し） 

平成24年4月に実施した根系調査結果を表-5に示す。

根系方式は、個体の根そのものを人の手によって掘り出

すことから、根鉢方式に比べて、掘り出す際の根の損傷

により個体の活力に影響を生じさせている可能性が考え

られる。そのため、根系方式による移植個体の生育状況

の評価は、地下部（根）の状態から判断するものとし、

根の腐敗がなく（若しくは少なく）根の伸長が確認され

たものを「良」、根の腐敗があり根の伸長もないものを

「不良」と定義した。 

ムヨウラン及びウスギムヨウランともに樹脂ネット内

での根の生育及び一部新たな根の伸長が確認され、また、

ウスギムヨウランでは地上までは達していなかったが、

1個体から花茎の伸長が確認された。 

本調査結果より、今回実施した根系方式による移植手

法は一定の効果があるものと評価された。 

 

表-5 根系調査（掘り起し）結果 

種名 
個体 

番号 

根の 

有無 

根の

腐敗

根の 

伸長 

花茎の

状況 

生育状況

の評価 

ムヨウラン ① ○ × － － 不良 

② ○ × － － 不良 

③ ○ △ ○ － 良 

ウスギムヨ

ウラン 

① ○ － ○ － 良 

② ○ － ○ ○ 良 

③ ○ － ○ － 良 
凡例 ○：あり －：なし ×：根の腐敗あり  

△：一部に根の腐敗あり 

 

 

 
根の伸長状況 花茎の伸長状況 

図-6 根系調査結果 

 

５.  まとめ 

ムヨウラン及びウスギムヨウランともに、根鉢方式に

よる移植実験を行った個体の生育（開花、結実）が確認

され、これらの種の保全措置として根鉢方式による移植

が有効であるとの結果を得ることができた。また、モニ

タリング結果より、ムヨウラン属は毎年地上部を伸長さ

せ、開花、結実するのでなく、数年（2、3年）に一度開

花、結実するというライフサイクルを持つ可能性が高い

という生態的知見も得ることできた。 

本移植実験結果より、根系方式では地上部の伸長は確

認できなかったものの、根系調査（掘り起し）において、

ネット内での新たな根の伸長が確認される等、移植した

根系の生存が示唆される結果であったことから、一定の

効果はあるものと評価された。 

前述した多年草の保全措置の成否を判断するための考

え方を以て本移植実験の結果を評価すると、根鉢方式で

は5年間のモニタリングの中で、個体の継続的な生育及

び開花、結実という世代交代が確認されたと判断できる。  

以上のことから、ムヨウラン属の本移植は基本として

根鉢方式による移植の実施を検討する。  

しかしながら、根鉢方式は保全措置の効果が高いもの

の、掘り取りや根鉢の移設等の作業に大きな労力がかか

るという問題点がある。工事の進捗に伴い、今後は多く

の個体を移植する必要が生じるため、移植作業の効率化、

軽減化することは重要である。その点から見ると、根系

方式は移植作業に係る労力が少なく、多くの個体の移植

が可能である。今後も移植実験を継続し、根系方式の改

良を図ることが望ましい。 

また、最新の知見では、ムヨウラン属は樹木、ベニタ

ケ科の菌根菌（特にチチタケ属）との三者間共生を形成

しており、ムヨウラン属の保全には周辺のシイ・カシ林

やコナラ林の保全が重要6）7）とされている。 

ムヨウラン属の保全措置は、改変される個体の移植と

併せて、工事による伐採を最小限に留める等の生育環境

である樹林（特にシイ・カシ林等の常緑広葉樹林）の保

全を同時に実施することで、保全措置の不確実性をより

低減させることが可能になると考えられる。 
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